
(1) 担当支部： 北九州支部 13520
分水嶺区分 2004年 11月 21日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
西村　信子 13520
高畠　拓生 13541
片山　俊昭 13738
片山　礼子 13739

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 21世紀の森P 131 27 34 13 57.2 517 8:56
分水嶺到達点W598 国界の碑 131 27 34 14 0.3 518 9:07 9:09 A-1

P553 131 28 34 14 23.5 553 11:31 11:35 B-2
分岐 131 28 34 14 32.1 510 11:55 11:55 A-2
狼山山頂への分岐 131 28 34 14 35.0 513 12:10 12:10 A-2

Ｗ597 狼山山頂 131 28 34 14 31.2 582 12:14 12:50 B-2
P532 131 29 34 14 37.4 533 13:48 13:48 B-2
P513 131 29 34 14 26.3 513 15:00 15:00 B-3

分水嶺離別点Ｗ596 八丁越 131 29 34 14 29.7 401 15:43 15:45 B-3
歩行終了点 R262駐車位置 16:27

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

W597 狼山 3 正常

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

〃

各地より下関集合～R2～R316美祢市～R435～R190山口市～R9～R262、車１台ﾃﾞﾎﾟ。R62、２１世紀の森P
２１世紀の森P～国界の碑～ピーク553～狼山～ピーク532～ピーク513～八丁越

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

39.1

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

38.8

58.6
48.2
18.0

39.1

（10）

（8）（9）
〃

7.6
43.4
38.8

〃

（10）

13819
西村 俊二
太田 満

会員番号：西村　信子
(3)山行日：W598板堂峠（国界の碑）～W597狼山～W596八丁越

６名

事務局整理記入欄 北九州－15
晴

〃

山口
〃
〃
〃
〃

稜線を境に左、北側は自然林。右、南側はヒノキの植林。

特記事項

地上23ｃｍ

保存
状況
良好

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：（1）狼山手前の分岐にあった殉職の碑、（2）ルート不明のため、木に登って調べる。　

石の杭（地面より高さ１８センチ、番号234、23、5242）があったが、ルートは不明。
山頂手前の分岐には「殉職の碑」（Ｓ.40.7.13）があった。（小月の自衛隊機の訓練機墜落）
鞍部分岐点に旭村側、中山峠への下山道だろうか、赤テープあり。狼山まで赤テープあり。

〃
6時間47分総歩行時間（休憩時間を除く）：

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

13810

幅２m弱のダートの林道が九十九折りに作られていた。



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　狼山手前の分岐にあった殉職の碑

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルート不明のため、木に登って調べる


